世界選手権レポート
24日　
興奮することなく落ち着いた様子で獣医検査を無事に通過。その後のトレーニングコースでの騎乗では先頭の馬が速足になると興奮し、すぐに駆け足になり、抑えると跳ねるということが続きました。どの馬も元気はありあまるほどでした。
25日
競技当日、厩舎で馬装をして引き馬でスタート地点まで連れていきました。最後に馬装のチェックをして騎乗しましたが、たくさんの馬がいて普段とは全く違う環境ながら、ファウストは落ち着いていました。しかし、いざスタートするとやはり興奮しすぐに駆け足になってしまいました。抑えて速足にするのはやめ、道がとても広かったので前のポニーボーイと並ぶようにしてしばらく走行していると、段々と落ち着いてきて速足に戻りました。その後はマキナの後ろを走行しました。コースは本当に平らな所はなく、急ではないですが丘を登ったり下ったりの繰り返しでした。下は大体が草で、たまに穴があいているので気をつけなければなりませんでした。また、道が左や右に傾いていて馬の脚に負担をかけないように乗ることが難しい場所もありました。私は日本との地形の違いに対応しきれていなかったと思います。
1レグを無事に通過して2レグではマキナが失権してしまったため、ファウストは最初に1頭でのスタートとなりました。他の国の選手に追いつき、2頭で走っているとギタップとポニーボーイも追いつき4頭で走行する形となりました。2レグは広い放牧地の真ん中を走ることが多かったですが、パーティーをやっている横や木のトンネルなども通り、素晴らしいロケーションでした。ファウストで先頭を走っている途中、道の両脇にライオンの石像が置いてありました。それに気付いたファウストは怯えるようにしてなかなか真ん中を通れず、ポニーボーイもギタップも恐がって通ろうとしませんでした。馬たちにとっては石像が本物のライオンに見えたのか、思わず笑ってしまいました。そんなこともありましたが、道を間違えかけるハプニングもありました。道を走っていて広い放牧地に入ったとき、標識を見落としてしまいこれまでのコースのように放牧地の真ん中を突っ切ろうとしたところ、他の国の選手が「どうしてそっちへ行くの？」と道を間違えたことを教えてくれました。もし日本チームだけで走行していたら誰も気づかずに道を間違えてしまうところでした。2レグでは途中クルーポイントがあり、2回通過しました。2回ともファウストはよく水を飲んでくれました。
2レグも無事に通過し3レグ。スタートしてしばらくするとギタップが追いついてきて２頭での走行となりました。コースは放牧地ではなく畑の周りを周ることが多かったです。クルーポイントではポニーボーイが追いついてきましたが、ギタップとファウストは先にスタートしました。ギタップを主に先頭に駆け足多めで走行していると、やっとティムに追いつきました。ポニーボーイはティムと走行し、ファウストはギタップと走行し、そのまま3レグを終えました。
4レグではまずギタップがスタート。すぐに追いつきましたが鐙を直すために降りたため、またギタップとは離れてしまいました。しばらくするとポニーボーイとティムが追いついてきました。やっと鐙についていたテープがはがれたため騎乗し、ポニーボーイとティムの先頭に出て、そこからはポニーと2頭での走行が続きました。4レグは途中まで1レグで通った道と同じでしたが川渡りや急な丘などがありました。だいぶ最初に比べてペースが落ち、時速13キロを下回っていたのでペースをあげて駆け足多めで走行を続けました。大きな放牧地の周りをまわっている途中、前方にギタップと他の国の選手2人を見つけました。その先の川でやっとその3頭に追いつくことができ、そこからはギタップ、ポニーボーイ、ファウストの3頭で再び走行しました。4レグの丁度真ん中の地点であるクルーポイントでは人も馬の水分補給をして再び走行をはじめました。長い並木道を下り、放牧場に入るとそこは牛の放牧場で、牛と同じ柵の中に馬がいるという状態で、馬たちも牛たちも緊張気味でした。4レグは後半も駆け足を多めに入れましたが、ファウストは左手前の駆け足ばかりで、意識して右手前を出そうとしても全くでず左前ばかりに負担がかかってしまっていたと思います。普段は右前のハコウをよくとられますが、右前ばかりに気をとられ左前まで注意がいきわたっていなかったと反省しています。乗っている時は分かりませんでしたが、負担がかかっていたのだからもっと強制時間中にケアをしてあげ、リチェックに連れていく前には引き馬をよくするべきでした。ベトチェックをクリアしていたため安心して、リチェックでひっかかるとは思いもしなかったので油断していたのです。もっとリチェックにも気をつけるというのも今回の反省点です。
今回初めて世界の大会に出てみて、本当に勉強になりました。世界に通用するようになるためには馬だけでなくライダーの体力や技術、経験が必要になってきます。私はまだまだどれも不足しています。また、駆け足は負担がかかるしあまりせずにペースのいい速足で淡々と走行したいというのが今までの私の考え方でしたが、それでは世界には通用しないということがよく分かりました。しかしやみくもに駆け足ばっかりするのではすぐにハコウしてしまいます。乗る馬の限界を分かり、足場や距離、スピードに気をつけなければなりません。これからは練習から意識していきたいと思います。また、体力もつけていかなければなりません。すぐに身体のどこかが痛くなるようでは160キロという長距離は乗っていられません。160キロを完走したことはまだ2回ほどしかありませんが、生半可な体力では身体が痛くなってしまいつらい思いをしました。もっとライダーが体力的余裕をもっていないと馬のことまで気がいかなくなってしまうので、この冬の間日々体力作りに励みます。
たくさんの皆さまの応援や期待に応えられず、本当に悔しく思います。ですが、世界選手権という大きな舞台に立てたのも蓮見さん夫妻をはじめ、多くの人の支えがあったからこそ私は出場することができました。本当に感謝しています。この貴重な経験を無駄にしないよう、日々精進し一人前のエンデュランスライダーを目指して努力していきたいと思います。次の世界選手権に出場できるかは分かりませんが、目標を大きく持って練習を重ねていきたいです。たとえ出場はできないとしても手伝いとしてでも行きたいと思えるほど、世界選手権はレベルの高い選手がたくさんいて、とても刺激的で勉強になり、面白いものでした。最後にもう一度、このような貴重な経験をさせていただいた皆さまに感謝の気持ちを述べたいと思います。本当にありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木彩妃
